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はじめに

東洋医学
「健康づくりの里」

東洋医学「健康づくりの里」は、高知県中村市に位置し、四万十川や太
平洋をはるかに臨み、緑の森に囲まれ、豊かな自然の恵みに感謝し、厳し
い自然の力に畏怖する環境の中にあります。

東洋医学「健康づくりの里」は、健康づくり情報交流センター、宿泊施
設、中国医学研究所の３つから成る複合施設の集合体です。

敷地はもともと小高い森であったところを切り拓いてつくりました。私
達は、この敷地に建物を設計するにあたり、まず切り拓く前の森の精を敬
い、森を再生した空間を創ろうと設計のコンセプトとしてこの施設を「こ
だまの杜（木霊の杜）」と名づけました。そして、情報交流センターのメイ
ンロビーは、その木立を再現した杜空間としています。

敷地がビジョンを
つくり出す

この敷地にたたずんだ時、人はこの壮大なる自然の中で果てしなく広
がるインスピレーションや夢やビジョンをめぐらすことができます。

｢地球と人にやさしい｣ 私達は、設計に先立ち、この東洋医学「健康づくりの里」建設プロジェ
クトにビジョンを与えるべく、またグリーンディベロップメントの開発手法
にのっとり、「地球と人にやさしい」という観点から設計のための様々な
コンセプトを構築しました。

｢間の心｣
｢五感をよみがえらせる
いやしの場｣ 

それが、「間
ま

の心」であり、｢五感をよみがえらせるいやしの場｣としての
共通コンセプトです。また、これらのコンセプトを実現するために、自然と
人とのかかわりの中で建築をとりまく要素を６つの基本要素としました。

これらのコンセプトを構築することで、私達設計者を始めとしてプロ
ジェクトの計画・設計に携わる各方面の人が、共通の意識や目標の中でそ
の計画プロセスを経てこられたのではないかと自負しています。

6つの基本要素（気、木、火、土、金、水）

 
 
 
 

 
 

配置・1 階平面図      

ペアガラスによる断熱性の向上 

ガラスの断熱性を向上させて、空調負荷を

低減すると共に、壁面の輻射熱の影響を少

なくして身体的な快適性を向上させる。 自然素材の使用 

あたたかさ、やさしさ、 

懐かしさ 

アースチューブ（地中熱利用空調） 

１年中安定した温度の得られる地中熱を利用し

て軽空調を行うことにより、人工的な空調を最

低に抑える。室内を一律温湿度条件とせず、空

調条件のゾーニングを行い、半屋外空間を設定

することにより実現。 

自然採光の取り入れ 

(トップライトの設置) 

自然の恩恵（昼光）を享受しながら人

工照明の電力消費を低減する。 

自然換気、自然通風、ドラフト換気 

(温度差換気）を配慮した開口部の配置 

自然の恩恵（風）を享受しながら 

機械換気の電力消費を低減する。 

地域調達材料の使用 

(地元産玉砂利･瓦端材床） 

周囲の景観を配慮する。製造・輸送

から廃棄に至る負荷を低減するこ

とにも貢献する。 

地域調達材料の使用 

(百年杉の空間(柱･梁)  

周囲の景観を配慮する。 

製造・輸送から廃棄に至る 

負荷を低減することにも 

貢献する。 

自然採光の取り入れ 

(トップライトの設置) 

自然の恩恵（昼光）を享受し

ながら人工照明の電力消費

を低減する。 

地域の原風景の継承 
(軒下のまき積み) 

文化の継承 

土佐漆喰 
その土地独自の材料の利用 

自動点滅照明（人間センサー） 
照明の消し忘れによる 

電力の無駄使いを防止する。 

節水型器具の使用 
水資源の保全。 

（その他の地球環境配慮事項） 
・ 生ゴミ処理機（地階） 
・ 高効率照明 
・ 高効率空調 
・ 全熱交換機 など 

木 火 土 金 水 空気 


